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令和7 年度第2 回定例役員会議事録 

IOC（岩切おもしろ倶楽部） 

 

日時：令和7 年6 月6 日（金）14:00 

場所：岩切市民センター 講義室 

I. 出席者 

会 長 渡邊  敏之 岩切市民センター 登嶋  紀行 

副 会 長 三浦  雄司 岩切市民センター 貴田  紀行 

総 務 鈴木  健治   

会 計 嘉藤  和男 岩切地域包括支援センター 臼澤真理子 

幹 事 熊谷    實   

幹 事 冨塚  和衛   

監 事 手嶋  康夫   

 

II. 会議（議長：渡辺敏之会長 司会：鈴木健治総務） 

1. 渡辺敏之会長挨拶 

５月 20 日に「ぶらっと街歩き」が開催され、山崎方面を適度な人数で散策しました。当日は

暑すぎず心地よい天候のもと、参加者同士でさまざまな意見や感想が飛び交い、大いに盛り上

がりました。私は途中、お寺の行事のため中座しましたが、その後も皆さんが交流を楽しんだ

と聞いています。今後も多彩な行事が予定されており、資料も準備されていますので、また皆

さんで話し合えればと思います。最近の話題では、長嶋さんのエピソードが印象的です。若い

方には馴染みが薄いかもしれませんが、気取らず誰とでも同じ目線で接する姿勢や、脳梗塞で

右半身が完全に麻痺した後もリハビリで復活し、多くの人に感動と勇気を与えています。東京

オリンピック 2021では、松井さんに支えられつつも車椅子を断り、自ら歩く姿が大きな感動

を呼びました。野球選手としても新人王や本塁打王・打点王の二冠を獲得し、数々の伝説や面

白いエピソードで親しまれています。こうした話題を踏まえつつ、今日の役員会では皆様と活

発な意見交換ができれば幸いです。 

2. 「ぶらっと街歩き2025山崎界隈」の振り返り 

① 日 時：32025 年 5月 24日（土）10時～ 

② 参加者：25名 

③ 反省点： 

◼ 「歴史探訪会の会」メンバーとの事前調整が必要だった。説明役を担っていただける

ものと思っていたが、解釈の違いを声高に主張するだけであった。 

◼ 集合場所からの移動手段をスタッフ全員で共有すべきであった。 

◼ 終点の山崎集会所から出発点の耕田時までの移動手段を明確にしておくべきだった。 

◼ 耕田寺から東恵寺跡までの徒歩移動の間、何らかのテーマが欲しかった。 

◼ 開催報告書（資料１）参照 
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3. 「クラシックカフェ2025」準備状況 

① 日時：2025年 7月 26日（土）10時～ 

② 場所：スタジオ「ロゼッタ」（鈴木健治宅離れ） 

③ 曲目：ベートーヴェン 交響曲５番ハ短調「運命」作品 67 

④ 解説： 

◼ ベートーヴェンの生涯について 

◼ 交響曲について 

◼ 交響曲５番ハ短調「運命」について 

◼ カラヤン指揮ベルリンフィルハーモニー管弦楽団について 

⑤ その他 

◼ 役員集合：9時 30分 

◼ 当日は駐車場の案内要 

◼ 6/25 までチラシを作成し市民センターへ（センター便り掲載のため）（資料 4） 

4. 今後のイベント・アイディア 

① 岩切おもしろ地名特集  

◼ 「青津目」「山神」「児玉」「新宿」「十文字」「台屋敷」「分台」 

② “羽黒台遺跡”勉強会開催 

◼ テーマ案「足元に眠る歴史」 

III. 次回役員会 

① 日時：令和 7年 8月 1日（金）14時～ 

② 会場：岩切市民センター講義室 

③ 議題：「岩切おもしろ寄席 2025」について 

◼ 日時 2025年 9月 20日（土）13時 30分～ 

◼ 場所 岩切市民センター体育館 

◼ 演目  

第 1部 漫才「マツ・トミ」 

第 2部 子ども大喜利 

第 3部 歌謡ショー 藤原紗代 

④ 出演料について  

◼ 漫 才 30,000 円 

◼ 大喜利 15,000 円（図書券） 

◼ 歌 謡 20,000 円 

IV. その他 

① 令和7年度シニアの健康教室について：包括支援センター臼澤真理子所長（資料2参照） 

② 岩切いろいろアカデミーについて：岩切市民センター貴田賀喜氏（資料３参照） 

以上 
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【資料１】 

ぶらっと街歩き 2025「山崎界隈」開催報告 

令和 7 年 5 月 24 日（土）、IOC（岩切おも

しろ俱楽部）主催のぶらっと街歩き「山崎

界隈」を開催しました。当日は耕田寺駐車

場に午前 10 時に集合し、25 名の参加者が

集いました。天候は曇りながらも歩くには

ちょうど良い気温で、終始和やかな雰囲気

の中での開催となりました。 

司会は鈴木健治氏が務め、冒頭には IOC 会長・渡邊敏之氏より挨拶がありました。「山

崎」という地名には、京都の「山崎」に由来するという説があるとのお話に、参加者一同

興味深く耳を傾けました。 

今回の街歩きでは、案内役の三浦雄司氏の丁寧な解説のもと、地域に残る歴史の跡を巡り

ました。最初に訪れたのは耕田寺境内にある「三山碑」で、その由来や歴史的背景につい

ての説明がありました。続いて、山崎追分へ移動し、供養碑を見学。その後は旧東福寺

跡、さらに岩切簡易郵便局付近にかつて存在した「百文囲（ひゃくもんがこい）」の跡地

を訪ね、地域に残る名残と人々の営みに触れました。 

街歩きの終盤には山崎町内会集会所に場所を移し、三浦氏によるミニ歴史講座が行われ、

参加者は地元の歴史についてさらに理解を深めました。すべての行程を終え、正午に解散

となりましたが、「知らなかったことを知ることができてよかった」「今度は別の地域も

歩いてみたい」といった声が聞かれ、有意義なひとときとなりました。 

地域の身近な歴史に目を向け、現地を実際に歩いて感じることで、これまで見過ごしてい

た風景の中にも深い物語が息づいていることを実感できました。参加者同士の交流も自然

と生まれ、和やかな空気の中で新たな発見や学びが得られました。IOC では今後もこのよ

うな活動を通じて、地域の魅力を再発見し、世代を超えた交流の輪を広げていきたいと考

えています。次回のイベントにもどうぞご期待ください。 

嘉藤和男 

 

 



4 
 

【資料 2】 
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【資料３】 
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【資料 4】 

 


